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長
年
に
わ
た
り
戦
没
者
遺
族
の
援
護
救
済

に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
鮎
瀬
の

佐
藤
甚
一
さ
ん（
78
歳
）が
戦
没
者
遺
族
援
護

功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
秋
田
県
遺
族
連
合

会
理
事
、
県
遺
族
連
合
会
遺
児
の
会
会
長
、

県
戦
没
者
遺
族
相
談
員
、
市
遺
族
会
副
会
長

な
ど
を
歴
任
、
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
思
い
が
け
な
い
受
章
に
驚

き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も

一
生
懸
命
や
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
技
能
の
研
さ

ん
と
、
業
界
の
発
展
や
後
進
の

育
成
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
を
た
た
え
る
「
市
優

良
技
能
者
表
彰
式
」
が
２

月
４
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
の
は
、
松
永
直
美
さ
ん

（
65
歳
・
岩
城
二
古
・
電
気

工
事
業
）、
三
浦
勇
一
さ
ん

（
65
歳
・
黒
沢
・
建
築
大
工

業
）、
佐
藤
四
郎
さ
ん（
64

歳
・
岩
城
内
道
川
・
同
）、

池
田
光
功
さ
ん
（
62
歳
・

薬
師
堂
・
同
）、
三
浦
英
雄

さ
ん
（
60
歳
・
鳥
海
町
上

笹
子
・
同
）の
５
人
の
方
々

で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

出
羽
中
学
校（
進
藤
久
志
校

長
）科
学
部
が
日
本
学
生
科
学

賞（
読
売
新
聞
主
催
）
で
、
読

売
理
工
学
院
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
全
国
約
１
万
点
に
お
よ
ぶ

応
募
の
中
か
ら
、
県
審
査
を
突

破
し
た
１
５
０
点
を
さ
ら
に
中

央
予
備
審
査
で
書
類
選
考
し
、

上
位
15
点
が
臨
む
最
終
審
査
が

12
月
22
・
23
日
に
日
本
科
学
未

来
館（
東
京
都
）で
行
わ
れ
、
同

中
学
校
の
科
学
部
員
た
ち
は

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
と
ぐ
ろ
の
秘

密
」
と
題
し
た
研
究
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て

ブ
ー
ス
で
の
発
表
や
審
査
員
の

大
学
教
授
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
24
日
の
表

彰
式
で
は
見
事
に
７
年
連
続
で
の

入
賞
・
入
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　

部
員
た
ち
は
１
月
25
日
に
佐
藤

由
美
教
諭
と
共
に
佐
々
田
教
育
長

へ
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
、
実
験
を

交
え
な
が
ら
研
究
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
佐
々
田
教
育
長
は

「
大
変
な
偉
業
を
成
し
遂
げ
た

皆
さ
ん
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」

と
部
員
た
ち
を
た
た
え
ま
し
た
。

奈
良
彪
史
部
長（
３
年
）は「
実

験
結
果
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
ま

と
め
る
の
が
大
変
で
し
た
。
最
終

審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
た
く
さ
ん
の
大
学
教
授
を

前
に
緊
張
し
ま
し
た
。
高
校
に

進
ん
で
も
研
究
を
続
け
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
学
生
科
学
賞
は
、
未
来

の
優
秀
な
科
学
者
を
生
み
出
す

た
め
「
国
際
地
球
観
測
年
」
の

昭
和
32
年
に
創
設
さ
れ
、
理
科

教
育
に
基
づ
く
中
・
高
校
生
の

公
募
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
は
、

国
内
で
最
も
伝
統
と
権
威
の
あ

る
も
の
で
す
。

左から 松永さん、三浦勇一さん、長谷部市長、佐藤さん、
池田さん、三浦英雄さん

移動かまど（昨年７月の日赤本荘奉仕団
　　　　　  炊き出し訓練にて）

　

日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部

（
佐
竹
敬
久
支
部
長
）か
ら
、
市

に
対
し
て
災
害
用
移
動
炊
飯
器

「
移
動
か
ま
ど
」２
台
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

４
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
密
着
し

た
赤
十
字
活
動
の
推
進
と
周

知
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
活

用
す
る
赤
十
字
災
害
救
護
資

機
材
配
置
事
業
の
一
環
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
用
移
動
炊

飯
器
は
岩
城
地
域
と
東
由
利

地
域
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
本
荘

中
央
児
童
館（
本
荘
地
域
）、

岩
谷
児
童
館（
大
内
地
域
）、

西
目
児
童
館
・
西
目
カ
ン
ト

リ
ー
パ
ー
ク（
西
目
地
域
）に

配
備
す
る
予
定
で
す
。

（関連記事は２㌻）1月２９日　渡り初め式にて
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由
利
橋
完
成 

市
民
千
人
が
渡
り
初
め
絆
を
深
め 

安
全
安
心
さ
ら
に
前
進

親
子
・
兄
弟
都
市
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

親
子
で
雪
遊
び
満
喫
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」

雪
と
火
の
祭
典  

笹
子
雪
ま
つ
り

家
内
安
全
を
願
い
子
ど
も
た
ち
が
用
心
巡
り

雪
遊
び
っ
て
楽
し
い
ね　
西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
雪
ま
つ
り

　

式
で
は
、
交
通
安
全
な
ど

を
祈
願
す
る
神
事
を
行
っ
た

後
、
集
ま
っ
た
約
千
人
の
市

民
が
見
守
る
中
、
長
谷
部
市

長
を
は
じ
め
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割

り
で
、
新
し
い
橋
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。
親
柱
の
除
幕

に
続
い
て
裸
ま
い
り
の
ほ
ら

貝
が
鳴
り
響
く
中
、
３
世
代

夫
婦
２
組
を
先
頭
に
大
勢
の

市
民
が
本
荘
側
か
ら
石
脇
側

へ
と
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し

た
。

　

矢
島
か
ら
渡
り
初
め
に
来

た
三
浦
幸
夫
さ
ん
（
66
歳
）

と
妻
セ
ツ
子
さ
ん
（
66
歳
）

は
「
新
し
い
由
利
橋
は
、
大

き
く
て
素
晴
ら
し
い
橋
」
と

た
た
え
、
渡
り
初
め
が
始
ま

る
１
時
間
ほ
ど
前
か
ら
待
っ

て
い
た
と
い
う
赤
沼
の
角
谷

薫
さ
ん
（
65
歳
）
と
妻
孝
子

さ
ん
（
65
歳
）
は
「
歩
道
が

広
い
の
で
、
子
吉
川
を
走
る

ボ
ー
ト
を
歩
道
か
ら
見
ら
れ

る
と
思
う
と
楽
し
み
。
橋
を

中
心
に
町
が
活
性
化
し
て
ほ

し
い
」
と
完
成
を
喜
び
ま
し

た
。

渡り初めをした３世代夫婦の成田金男さん
ご一家（鮎瀬）と木村萬造さんご一家（森子）

前列左から渡辺いわき市長、長谷部市長、首藤延岡市長
後列左から渡部議長、根本いわき市議長、佐藤延岡市議長

　

平
成
22
年
に
起
工
し
、
高
さ
40
㍍
の
主
塔
を
持
つ
４
代
目
の
由
利
橋
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
１
月
29
日

に
は
完
成
を
祝
う
渡
り
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
の
応
急
対
応
と

復
旧
活
動
を
円
滑
に
遂
行
す
る

こ
と
を
目
的
に
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
１
月
30
日
、
本
市
と
福

島
県
い
わ
き
市
お
よ
び
宮
崎
県

延
岡
市
の
間
で
、
議
会
議
長
の

立
ち
会
い
の
も
と
「
親
子
・
兄

弟
都
市
災
害
時
相
互
応
援
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
歴
史
的
に
つ

な
が
り
の
深
い
、
親
子
都
市
で

あ
る
い
わ
き
市
と
同
市
と
兄
弟

都
市
で
あ
る
延
岡
市
と
の
三
市

相
互
協
定
で
、
太
平
洋
側
・
西

日
本
側
の
自
治
体
と
の
協
定
締

結
と
な
り
ま
す
。
協
定
で
は
、

災
害
時
の
食
料
や
飲
料
水
の
提

供
、職
員
の
派
遣
、市
役
所
機
能

確
保
の
た
め
の
設
備
の
提
供
な

ど
を
相
互
に
応
援
協
力
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
長
谷
部
市
長
は

「
震
災
後
、
い
わ
き
市
へ
お
見

舞
い
に
伺
っ
た
が
被
害
の
大
き

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
言
葉

を
失
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
交
流

を
踏
ま
え
て
、
震
災
後
直
ち
に

救
援
物
資
の
提
供
や
職
員
を
派

遣
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
こ
の
協
定
を
機
に

交
流
を
深
め
絆
を
深
く

し
て
、
万
が
一
の
際
は

最
大
限
の
協
力
を
行
う

こ
と
を
誓
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
同
時
に
被

災
す
る
危
険
の
少
な
い

遠
隔
自
治
体
と
の
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援

協
定
の
締
結
を
進
め
て

お
り
、
昨
年
の
香
川
県

高
松
市
、
長
野
県
佐
久

市
、
宮
城
県
多
賀
城
市

に
続
く
も
の
で
す
。

　

笹
子
雪
ま
つ
り
が
２
月
２
日
か

ら
３
日
、
道
の
駅
「
清
水
の
里
・

鳥
海
郷
」
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
冬
に

地
域
住
民
が
交
流
し
よ
う
と
、
地

域
の
有
志
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

（
佐
藤
安
隆
会
長
）
が
主
催
し
ま

し
た
。

　

２
日
、
道
の
駅
で
は
積
雪
と
除

雪
に
よ
っ
て
で
き
た
雪
の
山
を
活

用
し
、
や
ぐ
ら
や
か
ま
く
ら
が
作

ら
れ
、
日
が
暮
れ
る
と
ろ
う
そ
く

や
た
い
ま
つ
に
火
が
と
も
さ
れ
ま

し
た
。
雪
の
壁
を
く
り
ぬ
き
、
ろ

う
そ
く
を
入
れ
た
街
道
は
２
キ
ロ

に
も
お
よ
び
、
白
一
色
の
冬
の
夜

を
や
わ
ら
か
な
光
で
彩
り
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
を
過
ぎ
る
と
、「
用

心
巡
り
」
の
一
行
が
月
山
神
社
を

出
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
五
穀

豊
穣
や
家
内
安
全
、
火
の
用
心
な

ど
を
願
う
小
正
月
行
事
で
、
二
百

年
以
上
続
く
も
の
で
す
。
若
手
頭

を
先
頭
に
、
小
学
３
年
か
ら
中
学

２
年
ま
で
の
12
人
が
、
用
心
巡
り

の
唄
を
歌
い
な
が
ら
町
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。
保
育
園
の
こ
ろ
か

ら
参
加
し
て
い
る
と
い
う
村
上
陽

菜
さ
ん
（
笹
子
小
６
年
）
は
「
災

害
が
な
く
、
元
気
に
幸
せ
な
毎
日

が
過
ご
せ
る
よ
う
気
持
ち
こ
め
て

唄
を
う
た
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
で
２
月
３

日
、
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
訪

れ
た
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
多
目
的
広
場
で

は
、
宝
を
拾
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
「
雪
中
宝
さ
が
し
」
や
、

子
ど
も
を
乗
せ
た
カ
ヌ
ー
を
保
護

者
が
引
っ
張
る
「
カ
ヌ
ー
ソ
リ
レ

ー
ス
」
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

家
族
４
人
で
ま
つ
り
を
楽
し
ん

だ
阿
部
暖
々
さ
ん
（
新
山
小
２

年
）
は
「
雪
中
宝
探
し
と
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
レ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

寒
か
っ
た
け
ど
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
来
年
も
ま
た
来
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

南
内
越
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
（
冨
樫
隆
夫
代
表
）
が

主
催
す
る
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」が
１
月
27
日
、

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
外
の
学
生

に
秋
田
の
冬
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図

ろ
う
と
、
同
大
学
が
開
学
し
て

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
や
親
子
連
れ
な
ど
約

１
７
０
人
が
集
ま
り
、
バ
ケ
ツ

に
雪
を
詰
め
て
ミ
ニ
か
ま
く
ら

を
作
り
ま
し
た
。
背
丈
を
超
え

る
ほ
ど
か
ま
く
ら
を
高
く
積
み

重
ね
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
一

つ
一
つ
の
か
ま
く
ら
の
強
度
や

バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
か
っ
て
い

ま
し
た
。

　

７
人
で
52
個
の
か
ま
く
ら
を

つ
く
っ
た
と
い
う
柳
田
諒
哉
さ

ん
と
加
藤
心
輝
さ
ん
（
と
も
に

新
山
小
４
年
）
は
「（
か
ま
く

ら
が
）
崩
れ
な
い
で
で
き
た
瞬

間
が
最
高
。
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
、
ミ
ニ
か
ま

く
ら
に
入
れ
た
ろ
う
そ
く
に
火

が
つ
け
ら
れ
、
会
場
は
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

新
春
将
棋
大
会　
50
人
が
熱
戦

　

カ
ダ
ー
レ
で
１
月
27
日
、
新
春

将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、
50
人
の

愛
好
者
が
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
開
催
さ
れ
た
の
は
２
段

以
上
の
強
豪
の
部
と
、
初
段
以
下

の
一
般
の
部
、
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
少
年
の
部
の
３
部
門
。

　

少
年
の
部
に
は
15
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
制

限
さ
れ
た
時
間
の
中
で
盤
面
と
向

き
合
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

大
会
結
果
（
優
勝
）
強
豪
の
部　

大
井 

暢
さ
ん　

一
般
の
部　

今

野 

真
人
さ
ん　

少
年
の
部
（
中

学
生
） 

堀
田 

遼
介
さ
ん
（
小
学
生

高
学
年
） 

大
山 

直
也
さ
ん
（
小
学

生
低
学
年
）  

荒
関 

倫
夫
さ
ん
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▼

由利本荘市観光協会
　「観光ナビ」
携帯・パソコンで
ご確認ください。

★主要施設で地域の古い風習「矢島柳飾り」の展示、
　「矢島ひなめぐり限定グッズ」の販売、地域のお
　雛さまを写真入りで紹介する「矢島ひなめぐり
　ガイドブック（300円）」もあります

◆問い合わせ／大内教育学習課（☎65－2210）

◆問い合わせ／
　矢島ひなめぐり実行委員会事務局（☎55－4953）

　  矢島郷土資料館
　   （入館無料・矢島町七日町・☎56－2203）
　　　　ほか約20カ所の施設、個人宅
　
●矢島ひなめぐり券（300円）
　　券が絵馬となっていて、願い事を書いて道益苑に
　　奉納すると、後日、幸福神社（矢島スキー場内）に
　　奉納されます
●柳飾り講習会（無料）
　　日時：３月10日　10：00～、13：00～
　　場所：八森苑、道益苑
●ひなメニュー（昼食）
　　（数量限定・２日前まで要予約）
　　場所：錦旅館、やさい王国、商工会女性部、鳥海
　　　　　高原ユースパーク、JA女性部（予約不要）
●キッズおもてなし隊
　　矢島小学校３年生が福祉会館と八森苑でお茶の提
　　供や案内などおもてなし
　　日時：３月５日・７日　13：00～14：30

　  出羽伝承館（道の駅おおうち近く・☎62－0505）
　  歴史民俗資料館（大内公民館・☎65－2210）
　　※入館無料　　　　ほか商店１カ所
　●雛こけし絵付け体験
　　日時：３月10日　9：30～
　　場所：PR館２階（JR羽後岩谷駅隣接）
　　※こけし１個900円、定員15人
　　申込締切：３月５日

　  善隣館（由利公民館・☎53－2245）
　　 つるしびなやひな段飾りを展示
　  ※前郷駅にも、つるしびなを展示しています。

展 

示

展　

示

展  

示

◆問い合わせ／由利教育学習課（☎53－2245）

「ひな街道」開催４地域の
スタンプを集めて応募すると
秋田由利牛や天鷺ワインなど
由利本荘の特産品が当たる！

◆問い合わせ／天鷺村（☎74－2525）

展　

 

示

　  亀田城佐藤八十八美術館（200円）
　   （岩城下蛇田・☎74－2500）
　  天　鷺　村（400円）
　   （岩城亀田亀田町・☎74－2525）
　　※２施設共通券400円
　
●伝統のひな〈椿〉餅作り
　　（500円･４日前まで要予約）
　　日時：３月中　毎週木曜日　10:00 ～
　　場所：天鷺村茶屋
　　　☆「亀田地獄うどん作り」「ひなメニュー
　　　　（遊山会）」などもあります

資料館･美術館展示期間

◆展示会場／
  本荘郷土資料館・修身館・矢島郷土資料館

  亀田城佐藤八十八美術館・出羽伝承館
　　　　　※各施設とも 3/3（日）～17（日）は無休

◆展示会場／本荘・矢島・岩城・大内
各地域の「商店」と「個人宅」に

展示されています

会場／由利高原鉄道 矢島駅
時間／午前11:30 ～

ままち
なかなか町中　ひなめぐり

http://www.yurihonjo-kanko.jp/modules/gnavi/

　  　  本荘郷土資料館本荘郷土資料館
　   （入館料大人100　   （入館料大人100円・石脇・☎24☎24－3570）3570）
　  　  修身館修身館
　   （入館無　   （入館無料・本荘公園本荘公園内・☎28☎28－4722）4722）
　　　　　　ほか約30カ所の施設、個人宅　　　　　　ほか約30カ所の施設、個人宅
　  　  カダーレ「観光情報案内コーナー」カダーレ「観光情報案内コーナー」
　   （東町　   （東町・☎22☎22－2660）2660）
　
●本荘ひなまつり本荘ひなまつり
　　　　日時：日時：３月９３月９日　10：00～14：0000
　　　　場所：場所：カダーレ内カダーレ内
　　　　市内保育園児による歌の披露　　　　市内保育園児による歌の披露
　　　　本荘傘鉾　　　　本荘傘鉾つるし飾り作りつるし飾り作り体験（有（有料・要予約要予約）
　　　　ごてんまり作り体　　　　ごてんまり作り体験（有（有料・要予約要予約）など、など、
　　　　様々なイベントを開催します。　　　　様々なイベントを開催します。
●ひな菓子作り体験～上生菓子のお雛様を作ろう～ひな菓子作り体験～上生菓子のお雛様を作ろう～
　　　　（500円・先着20人）500円・先着20人）
　　　　日時：日時：３月17日　午後２回３月17日　午後２回
　　　　場所：場所：カダーレ内カダーレ内
●抹茶提供抹茶提供（有料）有料）
　　　　日時：日時：３月16日　1３月16日　10：00～14：0000
　　　　場所：場所：公徳館（石脇）公徳館（石脇）

　  本荘郷土資料館
　   （入館料大人100円・石脇・☎24－3570）
　  修身館
　   （入館無料・本荘公園内・☎28－4722）
　　　　　　ほか約30カ所の施設、個人宅
　  カダーレ「観光情報案内コーナー」
　   （東町・☎22－2660）
　
●本荘ひなまつり
　　日時：３月９日　10：00～14：00
　　場所：カダーレ内
　　　　市内保育園児による歌の披露
　　　　本荘傘鉾つるし飾り作り体験（有料・要予約）
　　　　ごてんまり作り体験（有料・要予約）など、
　　　　様々なイベントを開催します。
●ひな菓子作り体験～上生菓子のお雛様を作ろう～
　　（500円・先着20人）
　　日時：３月17日　午後２回
　　場所：カダーレ内
●抹茶提供（有料）
　　日時：３月16日　10：00～14：00
　　場所：公徳館（石脇）

展　
　

示

◆ひな御膳提供店／
　本荘グランドホテル、ホテルアイリ　ス、フォレスタ鳥海、
　道の駅おおうち ぽぽろっこ、レスト　ラン花てまり、
　レストランすぎの木、岩城アイラン　ドパーク、天鷺村

市内８つのレストランで　「とりべこぶた祭り」の第２弾、
「とりべこぶたのひな祭り  」を開催します。

期間

価格

◆問い合わせ／本荘町中ひなめぐり実行委員会
　　　　　　　事務局（☎24－6376）

由
利
本
荘
市
観
光
大
使
／
加
藤 

夏
希
さ
ん　

※
写
真
な
ど
無
断
転
載
禁
止
し
ま
す
。

3
月
3
日
は
、
桃
の
節
句
「
ひ
な
祭
り
」
で
す
。

市
で
は
、
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
お
雛
さ
ま
を
展
示
す
る

「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

郷
土
の
ひ
な
人
形
に
触
れ
、
各
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

弾、 すす

ひな御膳（例）

雛こけし絵付け体験［大内］昨年のオープニングセレモニー［矢島］

キッズおもてなし隊［矢島］

ひな菓子作り体験［本荘］

期
間　

３
月
３
日
〜
31
日

　

▽
矢　

島　

発　

９
時
49
分

　

▽
羽
後
本
荘
発　

10
時
47
分

　
　
　
（
矢
島
―
本
荘
間
40
分
）

料
金　

片
道 

５
８
０
円

★
熊
谷
家
の
お
ひ
な
様
が
つ
い
た

　

記
念
乗
車
券
を
発
行
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

由
利
高
原
鉄
道

　
（
☎
56
―
2
7
３
６
）

★石川善兵衛翁ゆかりの石脇「ひな町めぐり」
　日時：３月10日～17日
　場所：公徳館（石脇）とその周辺
　内容：北前船の模型とパネル展示／新山神社
　　　　傘鉾の展示／甘酒･本荘うどんコーナー
　　　　／猿倉人形芝居（10日）
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●
国
保
に
つ
い
て
詳
し
く
は 

… 

市
民
課
（
国
保
担
当
） 

☎
24
―
６
２
４
５

◆
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

　
『
高
額
療
養
費
制
度
』
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
で
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
額
は
、
月
額
で
限
度
額
（
自
己
負
担

限
度
額
＝
表
１
お
よ
び
表
２
参
照
）
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
超
え
た

分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
病
気
や
け
が
、
慢
性
疾
患
の
治
療

費
が
か
さ
む
場
合
な
ど
に
被
保
険
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
■
申
請
の
方
法

　

①
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

国
保
か
ら
世
帯
主
宛
て
に
通
知
を
し
ま
す
。

（
診
療
月
の
２
カ
月
後
以
降
）

　

②
通
知
書
と
国
保
の
保
険
証
、
印
鑑
、

医
療
費
の
領
収
書
、
世
帯
主
の
通
帳
を
持

参
の
上
、
市
民
課
ま
た
は
、
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
で
申
請
を
し
ま
す
。

　

③
国
保
か
ら
支
給
決
定
通
知
書
が
送
付

さ
れ
、
指
定
口
座
へ
高
額
療
養
費
が
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

　
『
高
額
医
療･

高
額
介
護

　
　
　
　
　
　
　

合
算
療
養
費
制
度
』

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
、
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方
全
員
が
、
１
年
間
（
毎
年
８
月

〜
翌
年
７
月
末
）
に
支
払
っ
た
医
療
費
と

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
を
合

計
し
、
基
準
額
（
表
３
）
を
超
え
た
場
合

に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
手
続
き
の
留
意
点

　

毎
年
８
月
〜
７
月
末
ま
で
の
間
に
次
に

該
当
す
る
方
は
、
市
役
所
窓
口
の
ほ
か
、

転
居
前
の
市
町
村
や
、
以
前
加
入
し
て
い

た
医
療
保
険
の
窓
口
へ
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
居
さ
れ
た
方

・
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
保
に
移
ら
れ
た

方

◇
入
院
す
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
の
交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　

入
院
す
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」）

の
提
示
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

国
保
の
保
険
証
を
持
参
の
上
、
市
役
所
窓

口
に
て
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し

な
い
場
合
は
、
総
医
療
費
の
３
割
が
請
求

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
70
〜
74
歳
の
方
は
高

齢
受
給
者
証
の
負
担
割
合
に
よ
り
「
一

般
」
ま
た
は
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
ど

ち
ら
か
の
自
己
負
担
限
度
額
が
請
求
さ
れ

ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
以
上
支
払
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◇
自
己
負
担
額
の
減
免
制
度

　

災
害
な
ど
特
別
な
理
由
の
た
め
、
生
活

が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
医
療

機
関
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
額
（
一
部

負
担
金
）
が
減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

〝
高
額
な
外
来
診
療
を
受
診
す
る
〞
国
保

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
「
認
定
証
」

な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
窓
口
で
の
支
払
い

が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組

み
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と

き
、
ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ
た

ん
そ
の
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

そ
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。（
表
４

参
照
）

〔表１〕「70歳未満の方」の自己負担限度額（月額）

〔表３〕支給基準額
〈70～ 74歳の方〉

〔表４〕高額な外来治療

〈70歳未満の方〉

〔表２〕「70～ 74歳の方」の自己負担限度額（月額）

（※1）… 過去12カ月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の自己負担限度額となります。
（※2）… 基礎控除後、総所得金額が600万円を超える世帯が該当。また、所得の申告をしていない方も上位所
　　　　 得者となります。

（※1）… 年金収入が80万円以下など

（※2）… 合計所得600万円以上

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
「
国
民
健
康
保
険
」

所得区分　  　　　　3回目までの限度額　　     　4回目以降の限度額（※1）

所得区分 外来＋入院（世帯単位）……A外来（個人ごと）

80,100円＋（総医療費－267,000
円）×１％

高齢受給者証の負担割合が「３割」となっている場合
①・③・④以外の場合
世帯員全員が住民税非課税の場合
③のうち、世帯員全員の所得が一定（※1）の場合

67万円
56万円
31万円
19万円

①
②
③
④

150,000円＋（総医療費－500,000
円）×１％

35,400円 24,600円

83,400円

44,400円

住民税非課税世帯

上位所得者（※2）

一　　般

44,400円

24,600円

15,000円

Ⅱ（※2）

Ⅰ（※3）

12,000円一　　般

高額な外来受診者 病院・薬局などで事前の手続き

・70歳未満の方
・70歳以上の住民税非
　課税世帯などの方

市民課または、各総合支
所市民福祉課で「認定証
（限度額適用認定書）」の
交付を申請してください

「認定証」を窓口に
提示してください

・70歳以上で、住民税
　非課税世帯ではない方

必要ありません 「高齢受給者証」を窓口
に提示してください

80,100円＋（総医療費－267,000
円）×１％
対象月以前１年間にＡの限度額を
超えた高額療養費を３回以上受け
ているときは44,400円

44,400円

8,000円

現役並み所得者（※1）

低所得者
（住民税非課税）

（※1）… 高齢受給者証の一部負担割合が３割の方
（※2）… 同一世帯の世帯主および国保被保険者が低所得者Ⅰ（※3）以外の方
（※3）… 同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金所得は、控除額を80万円として計算）を
　　　　 差し引いたときに０円となる方

※総医療費は領収書にてご確認ください（領収書に「総点数及び総診療
　点数」と記載されている場合は、記載されている数字の10倍が総医療
　費となります）

「70歳未満の方」と「70～ 74歳の方」で
自己負担限度額や計算方法が異なります
「 0歳未満 方」

ご注意ご注意を！ご注意を！

世帯員全員の合計所得が一定以上（※2）の場合
①・③以外の場合
世帯員全員が住民税非課税の場合

126万円
67万円
34万円

①
②
③

◆「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。
　（高額療養費の申請をしていただき、支払った窓口負担と限度額の差額が、後日、
　国民健康保険から支給されます）

軽減後…年間50万円を支払った後、
申請をすることで、基準額31万円
を超えた金額（19万円）が支給さ
れ、年間の負担が31万円に軽減
（上記 表3【70～ 74歳の方】の中
の③に該当）

《例えば 夫婦２人世帯の場合》
［ともに72歳・住民税非課税］

軽減前…１年間で、医療保険で25
万円、介護保険で25万円を支払い、
年間の負担が50万円だった

◎このように負担が軽減されます

←
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ご注意：ハローワークで発行する紹介状と市専用の履歴書、必要書類を提出してください。面接試験による選考（職種によっては書類選考あり）を行います。
　　　　県緊急雇用創出臨時対策基金事業による雇用期間は、通算して１年までの期間に制限されます（東日本大震災の被災者に限り制限はありません）。

職　　　種 種別 主な勤務内容 募集人員 施設名・勤務地 勤務時間 応  募  資 格 雇 用 期 間 受付期限 申し込み・問い合わせ先

自主防災組織への支援など
観光情報の発信と案内など

介護業務

一般事務補助

厨房および清掃業務

調理業務

看護師および保育業務

保育業務

学童保育指導員補助業務

庁舎施設管理など

洗濯、清掃業務

介護業務
市道維持管理作業、除雪作業
市所有バス運転業務
登園・降園時の保育園バス運転業務

ごみ処理設備機械運転など

堆肥製造・製品袋詰め・運搬・販売など

子供の国の接客と施設管理、祓川
ヒュッテ管理人（宿直あり）など

調理全般（補助）、ホール接客など
観光施設管理作業（宿直あり）
観光施設管理に係る業務全般
消費生活相談および関連事務
生活保護受給者などの就労、自立支援など
市税、国保税の納付相談および徴収

危機管理課

ＣＡＴＶセンター

総合政策課
南内越公民館
生活環境課
長寿支援課
鳥海総合支所振興課
学校教育課（西目総合支所内）
鳥海診療所

ゆり保育園

岩谷保育園

上川大内保育園

岩谷児童館

由利総合支所

長坂除雪センターほか
由利総合支所
ゆり保育園
本荘清掃センター
矢島鳥海清掃センター
矢島バイオセンター

花立牧場公園、祓川ヒュッテ

青少年旅行村
鳥海総合支所産業課
市民課市民相談室
福祉支援課
収納課
子育て支援課

１人
３人
２人
２人
５人
１人
１人
１人
１人
１人
１人
１人
１人
２人
１人
１人
１人
１人
１人
６人
１人
１人
２人
１人
３人
２人
２人
１人
３人
１人
１人

２人

１人
１人
１人
１人
１人
２人
１人

特別養護老人ホーム
 「東光苑」

特別養護老人ホーム
 「鳥寿苑」

特別養護老人ホーム
 「東光苑」

特別養護老人ホーム
 「鳥寿苑」

特別養護老人ホーム
 「東光苑」

サイクリングターミナル
 「やまゆり」

子吉、小友、石沢、北内越、松ヶ
崎地区の各出張所（各１人）

市立保育園（亀田、ゆり、岩谷、下川大内、
川内、直根、笹子保育園のいずれかの予定）

観光振興課またはカダーレ内
 「観光情報案内コーナー」

市街地および高齢者世帯のケーブル
テレビ加入促進など

本荘地域出張所事務処理に係る事務補助
国民文化祭開催事業に係る事務補助
公民館の各種事務処理に係る事務補助

母子・寡婦世帯の自立支援に係る相
談業務など

自動車運転免許
パソコン操作可能な方

パソコン入力操作による情報発信ができる方
自動車運転免許
パソコン操作可能な方
雇用期間内に介護職員初任者研修を受講する
こと（受講費などは市で負担します）

自動車運転免許
パソコン操作可能な方

パソコン操作可能な方
自動車運転免許
パソコン操作可能な方

調理師免許を有する方

調理師免許を有する方が望ましい

看護師免許を有する方

保育士免許を有する方または３月卒業予定
で取得見込みの方

自動車運転免許

ホームヘルパー２級以上の資格を有する方が望ましい

大型特殊車両免許、車両系建
設機械運転技能講習修了者

大型自動車運転免許

クレーン運転業務特別教育講習修了者（つ
り上げ荷重5トン未満の天井クレーン）
大型特殊車両免許、車両系建設機械運転技
能講習修了者
自動車運転免許
刈り払い機（ブッシュクリーナー）を使用
できる方
鳥海山矢島口から頂上まで登山できる方

自動車運転免許

自動車運転免許
パソコン操作可能な方

自動車運転免許

パソコン操作可能な方

事　務　補　助　員

介　　　護　　　員
加　入　相　談　員

事　務　補　助　員

調　　　理　　　員

調 理 員（ パ ー ト ）

看 護 師（ パ ー ト ）

保育補助（パート）

保育士（継続募集中）
学童指導員補助（パート）

庁　　　務　　　員

介　　　護　　　員
道路維持・冬期除雪作業員

バ　ス　運　転　手

技　　　術　　　員

農 業 施 設 従 業 員

観 光 施 設 従 業 員

観 光 施 設 管 理 員

消 費 生 活 相 談 員
生活保護受給者等就労支援員
納　税　相　談　員

母 子 自 立 支 援 員

週５日勤務
（38時間45分）

週５日勤務
（38時間45分）

週19時間以内

週５日勤務
（38時間45分）

週５日勤務
（38時間45分）

週４日勤務
（29時間）

週５日勤務
（１日５時間）

週５日勤務
（38時間45分）

市所有バス運行時間
週５日勤務
（１日３時間）

週５日勤務
（29時間）

週４日～５日勤務
（１日７時間45分）

総務部総務課
☎24－6217

商工観光部観光文化振興課
☎24－6349

ＣＡＴＶセンター
☎65－3722

特別養護老人ホーム「東光苑」
☎69－2251

総務部総務課
☎24－6217

鳥海総合支所振興課
☎57－2201

総務部総務課
☎24－6217

教育委員会学校教育課
☎32－1330

教育委員会生涯学習課
☎32－1332

鳥海診療所
☎57－2003

由利総合支所振興課
☎53－2112

特別養護老人ホーム「東光苑」
☎69－2251

特別養護老人ホーム「鳥寿苑」
☎57－2500

大内総合支所振興課
☎65－2211

総務部総務課
☎24－6217

大内総合支所振興課
☎65－2211

由利総合支所振興課
☎53－2112

特別養護老人ホーム「東光苑」
☎69－2251

特別養護老人ホーム「鳥寿苑」
☎57－2500

鳥海総合支所建設課
☎57－2204

由利総合支所振興課
☎53－2112

由利総合支所振興課
☎53－2112

市民福祉部清掃事業所
☎22－4885

矢島総合支所産業課
☎55－4953

鳥海総合支所建設課
☎57－2204

総務部総務課
☎24－6217

４月１日から
６カ月間

 （３月末まで更新可）

４月１日から
６カ月間

 （ 更 新 可 ）

４月１日から６カ月間
 （ 更 新 可 ）

４月１日から
１年間

 （ 更 新 可 ）

４月１日から６カ月間
 （11月中旬まで更新可）

４月１日から
６カ月間

４月１日から
平成26年３月31日

２月25日㈪

２月22日㈮

２月22日㈮

２月22日㈮

２月22日㈮

２月25日㈪

２月25日㈪

２月28日㈭

２月28日㈭

２月28日㈭

２月28日㈭

２月22日㈮

随時受付

２月25日㈪

２月25日㈪

臨
時
（
県
緊
急
雇
用
）

臨　
　
　
　
　
　
　
　

時

嘱　
　

託

　４月１日採用の臨時・嘱託職員の募集概要をお知らせします。詳しくはハローワークに備え付けの「募集要項」でご確認ください。（今号掲載の職種に重複しての応募はできません）

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成25年２月15日号年２月15日号平成25年２月15日号

　県では、災害に強く環境負荷
の小さい地域づくりを推進する
ため、防災拠点や避難所となり
える民間施設へ再生可能エネル
ギーおよび蓄電池などを導入す
る方に、設置費用の一部を補助
します。
　制度の詳細については、県
ホームページなどでご確認くだ
さい。

 【補助対象者】法人またはその
　他の団体
 【補助対象施設】不特定多数の
　人の利用があり、災害時に地
　域の防災拠点となりえる民間
　施設
 〔対象となる施設の例〕
　医療施設、公共交通機関の施
　設（駅舎など）、私立学校、宿
　泊施設、コンビニエンススト
　ア、福祉避難所など
 【対象となる設備】太陽光、風力、
　小水力、地中熱、廃熱や地熱、
　バイオマス、太陽熱・雪氷、
　蓄電池、街路灯・道路、屋内
　高所照明、燃料電池など
 【補助率】必要経費の３分の１
 【募集期間】３月11日㈪まで
 【問い合わせ先】 県温暖化対策
　課　☎018－860－1560

日時　３月24日㈰　10時～
会場　水林競技場
種目　小学生（男子・女子）２
　㌔／中学生（男子４㌔・女子３
　㌔）／高校生（男子４㌔・８㌔、
　女子４㌔）／一般男子 〔49歳以
　下〕（４㌔・８㌔）／一般女子〔年
　齢制限無し〕４㌔／壮年男子Ａ
　 〔50歳代〕４㌔／壮年男子Ｂ
　 〔60歳以上〕４㌔
参加費　小・中学生＝1,000円、
　高校生・一般＝2,000円
申し込み・問い合わせ先　２月
　22日㈮まで、スポーツ課　☎
　32－1334

時 ３月2 ㈰ 0時
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鶴
岡
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３
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２
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鶴
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わ
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９
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加
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１
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ー
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２
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（
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16
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し
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・
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い
合
わ
せ
先
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４
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３
５
５
、
建
設

　

管
理
課　
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３
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で
は
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次
の
①
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③
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ず

れ
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す
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を
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在

宅
で
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（
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月
１
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時

点
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い
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同
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ご
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対
し
、
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手
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ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
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護

　

状
態
区
分
が
要
介
護
４
ま
た
は

　
５
の
方

②
同
区
分
が
要
介
護
３
で
、
認
知

　

症
の
症
状
が
重
度
と
認
め
ら
れ

　

る
方

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
は
受

　

け
て
い
な
い
が
、 

①
、 

②
に
相

　

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
（
市

　

の
担
当
者
が
調
査
し
ま
す
）

※

６
カ
月
の
間
、
入
院
・
入
所 

　

 （
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど
の

　

日
数
が
、
合
算
し
て
30
日
を
超

　

え
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん

申
請
期
間　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月

　

15
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
２
２
、
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

対
象　
大
学
・
短
大
・
高
等
専
門

　
学
校
・
専
修
学
校
・
高
校
の
学
生

貸
与
月
額　
高
校
生
＝
２
万
円
以

　
内
、
大
学
生
ほ
か
＝
５
万
円
以
内

◎
学
校
教
育
課
ま
た
は
各
地
域
の

　

教
育
学
習
課
に
備
え
付
け
の
申

　

込
用
紙
に
記
入
の
上
、
必
要
書

　

類
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
選
考
委
員
会
で
採
用
の
可

　

否
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間　
３
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

☎
32―

１
３
３

　

０
、
ま
た
は
各
地
域
の
教
育
学

　

習
課

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

漂
着
丸
太
を
持
ち
去
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

平成25年２月平成25年２月15日号5日号平成25年２月15日号

　市では、子育て情報を掲載した「子育てガイド
ブック」（Ａ５版カラー72ページ）を作成しました。
必要な方には、子育て支援課、保健センター、各
総合支所市民福祉課、各出張所、南内越公民館で
お渡しします。
対象　妊娠期～小学３年生までの児童がいるご家庭 
問い合わせ先　子育て支援課　☎24－6319
　　　　　　　または各総合支所市民福祉課

日
時　
３
月
６
日
㈬　

13
時
〜
15
時

会
場　

岩
城
会
館

内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、
名
誉
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
い
や
が

　

ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
ご
と
（
土
地
建
物
の
権
利

　

お
よ
び
登
記
、
家
族
、
不
動
産

　

の
賃
貸
借
）、
子
ど
も
の
人
権

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

　

県
内
の
司
法
書
士
事
務
所
が
、

相
続
登
記
に
つ
い
て
の
無
料
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
時
間
な
ど
は

各
司
法
書
士
事
務
所
で
異
な
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
８―

８
２
４―

０
１
８

　
７

日
時　

３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰　

　

10
時
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

２
階
研
修
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
１
日
㈮
ま
で
、
東
北
税
理

　

士
会
本
荘
支
部　

☎
24―

５
２

　
５
５

日
時　
２
月
21
日
㈭　

10
時
〜
15
時

会
場　

本
荘
簡
易
裁
判
所　

２
階

　

調
停
相
談
室

内
容　

金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通

　

事
故
、
家
庭
（
離
婚
・
親
子
関

　

係
・
相
続
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　

調
停
協
会
事
務

　

局
（
本
荘
簡
易
裁
判
所
内
）　

　

☎
22―

３
９
１
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
今
春
卒

業
の
学
生
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者

の
方
を
対
象
に
「
未
内
定
者
へ
の

集
中
支
援
２
０
１
３
」
を
実
施
し

ま
す
。

期
間　

３
月
30
日
㈯
ま
で

会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
「
学
卒

　

集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
」

内
容　

求
人
情
報
の
提
供
、
応
募

　

書
類
の
添
削
指
導
、
面
接
指
導
、

　

個
別
求
人
開
拓
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

本
荘　

☎
22―

３
４
２
１

日
時　

２
月
24
日
㈰　

13
時
〜

会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
（
13

　

時
〜
）、記
念
講
演
会（
14
時
〜
）

講
師　

佐
藤
真
海 

氏
（
義
足
の

　

ロ
ン
グ
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
ロ
ン
ド

　

ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
走
り

　

幅
跳
び
９
位
）

テ
ー
マ　

 「
夢
を
跳
ぶ
」（
入
場

　

無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課　

  

　

☎
32―

１
３
３
４

日
時　

３
月
３
日
㈰　

10
時
半
〜

　

14
時
半

会
場　

鶴
舞
会
館

対
象　

本
市
・
に
か
ほ
市
在
住
の

　

外
国
人
と
そ
の
家
族
、
秋
田
県

　

立
大
生
な
ど

内
容　

千
代
紙
を
使
っ
た
ひ
な
人

　

形
づ
く
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
費　
５
０
０
円
（
小
学
生
以

　

下
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
月
25
日
㈪
ま
で
、「
わ
ぴ
え
」

　

中
村
さ
ん　

☎
22―

３
０
７
８
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　平成26年１月１日から、農業、事業、
不動産賃貸業などを営む全ての方の「記帳
義務」が始まります。　
 【白色申告者の申告イメージ】

◆この機会に、税金面でメリットの大きい
　 「青色申告」をお勧めします。平成25年
　分申告を青色申告するためには、平成25
　年３月15日まで税務署に届け出が必要
　です。
   ※簡易な記帳（複式簿記が不要など）が
　　認められています
問い合わせ先　税務課　☎24－6302

平成25年分申告まで
 （旧制度）

○領収書などを保存

○領収書から１年間
　の収入、経費を科
　目ごとに集計

○収支内訳書を作成

○確定申告

○領収書などを保存

○取り引き年月日、取り
　引きの相手方の名称、
　金額などを帳簿に記載
※記帳内容を確認し、
　誤りがないかチェッ
　クしてください

○帳簿から１年間の収
　入、経費を集計

○収支内訳書を作成

○確定申告

平成26年分申告から
 （新制度）

～ 確 定 申 告 ～

　 「秋田由利牛取扱指定店」で秋田由利牛を食べたり買っ　 「秋田由利牛取扱指定店」で秋田由利牛を食べたり買っ
たりすると応募ハガキがもらえます。必要事項たりすると応募ハガキがもらえます。必要事項を記入してを記入して
指定店に渡してください。指定店に渡してください。抽選で景品が当たります。抽選で景品が当たります。　
 【開催期間開催期間】２月】２月2424日㈰までまで
 【 【景品景品】 Ａ賞：「】 Ａ賞：「指定店利用券指定店利用券5,0005,000円」・・・・・」・・・・・1111本
        　Ｂ賞：「        　Ｂ賞：「秋田由利牛すき焼き用秋田由利牛すき焼き用300300g」・・・」・・・3333本 本 
　　　  Ｃ賞：「　　　  Ｃ賞：「指定店利用券指定店利用券1,0001,000円」・・・・・」・・・・・4343本
 【 【問い合わせ先問い合わせ先】秋田由利牛振興協議会（農業振興課内）秋田由利牛振興協議会（農業振興課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎2424－63546354

　 「秋田由利牛取扱指定店」で秋田由利牛を食べたり買っ
たりすると応募ハガキがもらえます。必要事項を記入して
指定店に渡してください。抽選で景品が当たります。　
 【開催期間】２月24日㈰まで
 【景品】 Ａ賞：「指定店利用券5,000円」・・・・・11本
        　Ｂ賞：「秋田由利牛すき焼き用300g」・・・33本 
　　　  Ｃ賞：「指定店利用券1,000円」・・・・・43本
 【問い合わせ先】秋田由利牛振興協議会（農業振興課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎24－6354
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両
手
を
奪
わ
れ
て
も　

マ
リ
ア
ト
ゥ
・
カ
マ
ラ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ー
ザ
ン
・
マ
ク
リ
ー
ラ
ン
ド　

共
著 

理
系
女
子（
リ
ケ
ジ
ョ
）的
生
き
方
の
ス
ス
メ　

美
馬
の
ゆ
り

霧
の
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ザ
ン
ネ
・
ゲ
ル
ド
ム

オ
ス
カ
ー
・
ピ
ス
ト
リ
ウ
ス
自
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ス
カ
ー
・
ピ
ス
ト
リ
ウ
ス

論
理
爆
弾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
栖
川
有
栖

や
ら
な
き
ゃ
ゼ
ロ
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

直
道

富
士
山
う
た
ご
よ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俵　
　

万
智

う
わ
ふ
わ
ぐ
ー
ぐ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
む
ら
し
げ
る

い
い
こ
で
ね
ん
ね　

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
ズ
ラ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

犬
の
こ
と
ば
が
聞
こ
え
た
ら　

パ
ト
リ
シ
ア
・
マ
ク
ラ
ク
ラ
ン

工
場
見
学
！
家
に
あ
る
も
の　
　
　
　
　
　
　

中
村　

智
彦

ほ
し
の
は
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　
　

武

か
わ
い
い
自
分
に
は
旅
を
さ
せ
よ　
　
　
　
　

浅
田　

次
郎

差
別
の
境
界
を
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸　
　
　

衛

グ
ッ
ド
バ
イ
・
マ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳　
　

美
里

狛
犬
ジ
ョ
ン
の
奇
跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

垣
根　

涼
介

読
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　
　

薫

私
と
踊
っ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田　
　

陸

名
も
な
き
花
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
永　

南
央

終
わ
り
の
感
覚　
　
　
　
　
　
　

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ー
ン
ズ

死
ぬ
瞬
間
の
５
つ
の
後
悔　
　
　
　
　

ブ
ロ
ニ
ー
・
ウ
エ
ア

筆
順
の
は
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

仁
志

か
ら
く
り
夢
時
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

雅
幸

上
手
な
医
者
の
か
か
り
か
た　
　
　
　
　
　
　

揚　
　

浩
勇

お
と
な
の
鉄
道
図
鑑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学　
　
　

研

や
さ
し
く
作
れ
る
ち
り
め
ん
の
飾
り
物
と
つ
る
し
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

い
つ
ま
で
も
シ
ョ
パ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

七
里

終
わ
ら
な
い
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

奈
都

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
人
の
心
得　
　
　

コ
ロ
ン
・
パ
ウ
エ
ル

人　

質　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

譲

子
ど
も
に
か
け
る
お
金
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
に
か
け
る
お
金
を
考
え
る
会

八
重
の
桜　

前
編　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
社

　シチリアや中国など旅先で
のエッセーを中心に、浅田
流・旅の極意から、人生指南
まで、心にグッとくる随筆集。

文藝春秋／1,470円

浅田　次郎　著

　内戦により難民となった少
女が、ユニセフ特別代表とし
て世界に声を挙げるまでを告
白したノンフィクション。

汐文社／1,680円

マリアトゥ・カマラ、スーザン・マ
クリーランド  共著　村上利佳  訳

　「二十四節気」の暦順で、
富士山をモチーフにした絵と
短歌と文のコラボレーション。
日本の四季を楽しめます。

福音館書店／1,365円

俵　万智　短歌・文
Ｕ．Ｇ．サトー　絵

□60歳以上である
□高血圧である
□脂質異常症である
□糖尿病である
□家族や親戚に脳卒中になった人
　がいる
□不整脈である
□太っている
□お酒をたくさん飲む
□たばこを吸う
□運動不足である
□ストレスがたまっている
□ゆっくり休めない
□完璧主義である
□味付けが濃いものが好き
□脂っこいものが好き
□味見せずに調味料をかけること
　が多い
□野菜や果物をあまり食べない

日時　３月２日㈯　9：30～ 14：00
場所　本荘保健センター
　①講話と調理実習「妊娠中の食事について」
　②講話と運動実技「マタニティ・リラ
　　クゼーション～骨盤エクササイズ」
対象　妊婦とその家族30人
講師　①栄養士、食生活改善推進員
　　　②運動トレーナー・坂本裕子さん
持ち物　母子手帳、エプロン、三角巾
申し込み　２月26日まで
　　　　　本荘保健センター☎22－1834

時

平成25年２月15日号 広報ゆりほんじょう

　

脳
卒
中
を
予
防
す
る
こ
と
は
、

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
と
て

も
重
要
で
す
。

　

次
回
は
、
予
防
法
や
、
大
き
な

発
作
の
前
に
起
こ
る
前
触
れ
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

▽
健
康
管
理
課

　
　
　
　
　
　

☎
22
―
１
８
３
４

　

▽
消
防
本
部
救
急
課

　
　
　
　
　
　

☎
22
―
４
２
８
２

　

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
死

亡
原
因
の
第
３
位
で
、
昭
和
26
年

か
ら
昭
和
55
年
ま
で
の
間
は
、
日

本
の
死
因
の
ト
ッ
プ
で
し
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
中
に
２

９
０
人
が
脳
卒
中
で
救
急
搬
送
さ

れ
、
年
代
別
に
み
る
と
80
代
が
最

も
多
く
、
次
い
で
70
代
、
そ
し
て

60
代
と
、
年
齢
が
高
い
人
ほ
ど
搬

送
さ
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
（
表
１
）。
ま
た
、
季
節
に
関
係

な
く
年
間
を
通
し
て
発
病
し
、
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

脳
卒
中
は
ま
ひ
や
言
語
障
害
な

ど
の
後
遺
症
が
残
る
こ
と
が
多
く
、

〝
寝
た
き
り
〞
に
な
る
最
大
の
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
）

　

脳
卒
中
と
は
、「
脳
梗
塞
」「
脳

出
血
」「
く
も
膜
下
出
血
」
の
総
称
。

脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、
破
れ

た
り
し
て
、
そ
の
先
の
細
胞
に
栄

養
が
届
か
な
く
な
っ
て
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。
中
で
も

脳
梗
塞
の
患
者
数
は
年
々
増
え
て

お
り
、
脳
卒
中
全
体
の
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

手
足
の
ま
ひ
・
し
び
れ
、
頭
痛
、

吐
き
気
、
ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
な
い
、

意
識
障
害
な
ど
。
後
遺
症
が
残
る

と
そ
の
後
の
負
担
も
大
き
く
、
社

会
生
活
や
家
庭
生
活
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
、
予
防
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　

※

大
き
な
発
作
の
前
に
は
前
触

　
　

れ
が
あ
り
ま
す
。
次
回
、
前

　
　

触
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
取
り

　
　

上
げ
ま
す
。

　脳卒中は、生活習慣の積み重ねで引き起こす「生活習慣病」の一つです。一度大き
な発作が起きると、その後にまひや言語の障害などが後遺症として出てしまうことが
多く、発病したあとは、リハビリが必要となります。
　脳卒中にならないために、病気のことをよく知って、生活習慣を見直しましょう。

脳の血管がつまった
り、狭くなったりし
て血流が悪くなる病
気。高血圧が原因で
脳の細い血管がつ
まったり、心臓など
でできた血のかたま
りが流れてきて血管
をふさぐこともある。

脳の中の細かい血管
が破れて出血。脳細
胞を圧迫して障害を
引き起こす病気。

脳の表面の大きな血
管にできたこぶ（動
脈瘤）が破れる病気。

りゅう
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伊藤　真耶ちゃん（陽輔さん）川口

櫻庭　季子ちゃん（明央さん）小人町

工藤　心寧ちゃん（　淳　さん）石脇

真坂　莉愛ちゃん（　綾　さん）石脇

鈴木　翔也ちゃん（智昭さん）石脇

髙原　愛結ちゃん（　卓　さん）石脇

松田　吉平ちゃん（吉之さん）浜三川

釡台　梨桜ちゃん（憲昭さん）赤沼下

田口　紗羅ちゃん（幸仁さん）御門

阿部　夏希ちゃん（博之さん）井戸尻

髙橋みちるちゃん（　匠　さん）川口

五十嵐永真ちゃん（清文さん）東梵天

菅　　大智ちゃん（昭公さん）石脇

渡辺　咲瑛ちゃん（　淳　さん）薬師堂

菅原　　蒼ちゃん（　亘　さん）八幡下

山口　由愛ちゃん（正直さん）大鍬町

齋藤　晴道ちゃん（　渉　さん）万願寺

佐藤　千史ちゃん（　武　さん）三条

国井　竜生ちゃん（俊蔵さん）薬師堂

髙橋　煌空ちゃん（和幸さん）矢島町荒沢

佐藤　日菜ちゃん（　亮　さん）吉沢

東海林桐哉ちゃん（泰明さん）長坂

佐々木亜弥紀ちゃん（春紀さん）中俣

佐々木咲紅ちゃん（宏樹さん）岩谷町

佐々木星奈ちゃん（雄平さん）小栗山

木島　陽汰ちゃん（和也さん）東由利蔵

葛西　奏太ちゃん（昭博さん）西目町沼田

太田　紗羅ちゃん（貴人さん）西目町出戸

　ま　や

　き　こ

ここ　ね

れい　あ

しょうや

　ま　ゆ

きっぺい

　り　お

　さ　ら

なつ　き

とお　ま

たい　ち

　さ　え

　　そう

ゆう　あ

はるみち

　ち　ふみ

りゅうせい

　き　ら

　ひ　な

とう　や

あ　や　の

　さ　く

せい　な

ひな　た

そう　た

　さ　ら

渡部勘左衛門さん（旧大内町自治功労者・新
田）１月24日永眠されました。40年にわた
り市内小中学校で教鞭をとられたほか、昭和
61年から12年間旧大内町選挙管理委員会委
員を務められ、教育の振興と市政の円滑な推
進に尽力されました。平成２年旧大内町社会
事業功労者顕彰、平成８年旧同町自治功労・
選挙管理委員功労者顕彰。90歳。
佐々木健三さん（旧本荘市自治功労者・松ヶ
崎）１月25日永眠されました。昭和44年か
ら23年間、旧本荘市市政連絡員を務められ、
行政の円滑な推進に尽力されました。また民
生児童委員や農業委員などを歴任。福祉の向
上、市政の発展に貢献されました。平成元年
旧本荘市地方自治功労者顕彰。102歳。
武田二郎さん（旧岩城町自治功労者・岩城赤
平）１月25日永眠されました。昭和43年か
ら16年間、旧岩城町監査委員を務められた
ほか、昭和53年に旧同町青少年育成町民会
議の初代会長に就任するなど教育の振興と地
方自治の発展に尽力されました。昭和61年
旧岩城町自治功労者顕彰。97歳。

人　口

男

女

世帯数

（－116）

（－　68）

（－　48）

（－　44）

１月末日現在・住民基本台帳

（　）は前月比

84,291　人　

40,225　人　

44,066　人　

30,414世帯

◆
待
ち
に
待
っ
た
由
利
橋
、
つ
い

に
完
成
し
ま
し
た
ね
。
渡
り
初
め

式
に
参
加
し
、
旧
橋
を
懐
か
し
み

な
が
ら
車
道
を
歩
い
て
往
復
し
た

時
に
は
、
二
度
と
歩
い
て
渡
る
こ

と
の
で
き
な
い
道
を
、
今
ま
さ
に

歩
い
て
渡
っ
て
い
る
ん
だ
な
ー
と

感
慨
し
き
り
で
し
た
。

（
佐
藤
さ
ん
・
60
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
新
し
い
由
利
橋
を
車
で
渡
り
ま

し
た
。
都
会
的
な
す
て
き
な
橋
で

し
た
。
今
度
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
橋

も
見
た
い
で
す
。

（
遠
藤
さ
ん
・
40
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
除
雪
作
業
の
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
く
た
び
に
、
う
ち
に
も
除
雪

機
械
が
あ
る
の
で
気
を
つ
け
て
ほ

し
い
な
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
三
浦
さ
ん
・
50
代
・　
　

矢
島
地
域
）

◆
自
宅
周
辺
の
雪
を
道
路
に
な
げ

て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。
自
動

車
で
の
通
行
が
し
づ
ら
く
な
り
、

危
な
い
の
で
や
め
て
ほ
し
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
草
彅
さ
ん
・
30
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
２
月
１
日
号
で
成
人
式
の
様
子

が
書
か
れ
て
お
り
、
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
長
谷
川
さ
ん
・
50
代
・　
　

由
利
地
域
）

◆
高
校
生
の
頃
、
本
荘
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
る
「
田
吾
作
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
欠
か
さ
ず
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
十
全
さ
ん
も
好
き
で

し
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
ゴ

ン
キ
さ
ん
の
フ
ァ
ン
。
優
し
そ
う

な
お
じ
さ
ん
に
な
っ
て
い
て
、
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

（
鈴
木
さ
ん
・
50
代
・　
　

大
内
地
域
）

 

広
報
課
よ
り

　

脳
卒
中
は
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
と
も
関
連
が
あ
っ
て
冬
に
多

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
季

節
に
関
係
な
く
年
間
を
通
し
て

発
症
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
（
12
㌻
参
照
）。
次
回
は

保
存
版
〝
脳
卒
中
の
前
触
れ
〞

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

平成25年２月15日号 広報ゆりほんじょう

　

秋
田
県
内
の
平
成
24
年
中
の
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
の
詐
欺
被
害
は
、
前
の
年
よ
り
件
数
は
や

や
減
っ
た
も
の
の
、
被
害
額
は
増
え
、
約
５
８

０
０
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
金
融

商
品
な
ど
の
取
り
引
き
（※

）
を
口
実
と
し
た

詐
欺
が
多
発
。
ま
た
昨
年
10
月
に
は
、
市
役
所

職
員
な
ど
を
名
乗
る
医
療
費
の
払
い
戻
し
を
口

実
と
し
た
還
付
金
詐
欺
事
件
が
連
続
的
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

※

未
公
開
株
や
社
債
、
外
国
通
貨
な
ど
の
売
買

　

を
め
ぐ
り
、「
必
ず
も
う
か
る
」
な
ど
と
持
ち

　

か
け
て
現
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
。
昨
年
県

　

内
で
は
15
件
発
生
し
、
被
害
額
は
、
被
害
総

　

額
の
約
９
割
を
占
め
て
い
る
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
、
ま
た
振
り
込
む
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

由
利
本
荘
警
察
署　

☎
23
―
４
１
１
１

　

警
察
総
合
相
談
窓
口　

☎
＃
９
１
１
０

石川　　剛さん
（給人町・82歳）

大場トモヱさん
（上野・97歳）

田仲與一郎さん
（福山・96歳）

鈴木　忠一さん
（大浦・78歳）

佐藤　トクさん
（石脇・64歳）

古川　健二さん
（石脇・74歳）

小　　正治さん
（一番堰・79歳）

塚本　　孝さん
（美倉町・92歳）

佐藤　勇一さん
（鮎瀬・63歳）

佐藤　　真さん
（水林・51歳）

加藤留治郎さん
（川口・95歳）

　地　慶市さん
（瓦谷地・87歳）

佐藤　軍治さん
（中竪町・73歳）

髙橋　敬吉さん
（薬師堂・65歳）

小松　ミヨさん
（谷山小路・99歳）

大門　一夫さん
（石脇・72歳）

清野　チヱさん
（出戸町・81歳）

白岩ノブエさん
（雪車町・86歳）

嵯峨　　秀さん
（金山・90歳）

加藤　清一さん
（砂糖畑・82歳）

佐藤トメヱさん
（矢島町荒沢・87歳）

佐藤　良助さん
（矢島町元町・82歳）

佐々木與志也さん
（矢島町川辺・88歳）

土田　隆男さん
（矢島町荒沢・58歳）

佐藤　哲男さん
（矢島町荒沢・88歳）

吉尾　勝美さん
（岩城滝俣・81歳）

堀井トミヱさん
（岩城内道川・97歳）

進藤クニヱさん
（岩城上黒川・85歳）

今野　信和さん
（黒沢・71歳）

畠山　　正さん
（黒沢・48歳）

佐藤　チヱさん
（西沢・95歳）

木内ナツヨさん
（東鮎川・94歳）

石垣　精一さん
（平石・89歳）

熊谷　　金さん
（町村・78歳）

三浦　　豊さん
（曲沢・52歳）

斉藤　修一さん
（葛岡・73歳）

工藤イチ子さん
（中帳・87歳）

伊藤　要一さん
（小栗山・87歳）

長谷山新一さん
（東由利黒渕・52歳）

佐野　竹藏さん
（東由利蔵・87歳）

小笠原秋夫さん
（東由利蔵・88歳）

佐藤ツルヨさん
（東由利舘合・89歳）

小松　ヨシさん
（東由利舘合・80歳）

髙橋　イヨさん
（東由利舘合・75歳）

遠藤　利夫さん
（東由利法内・73歳）

佐々木金次郎さん
（西目町沼田・82歳）

佐藤　康男さん
（西目町沼田・69歳）

三浦　勝志さん
（西目町西目・69歳）

渡辺ハツヨさん
（西目町出戸・87歳）

佐々木三太さん
（西目町海士剝・76歳）
齋藤　ミツさん
（西目町沼田・94歳）

佐藤定一郎さん
（鳥海町栗沢・72歳）

鈴木　清栄さん
（鳥海町上笹子・56歳）
鈴木　民夫さん
（鳥海町伏見・86歳）

佐藤　甚一さん
（鳥海町下川内・90歳）
黒木　輝雄さん
（鳥海町小川・80歳）

大場　ハマさん
（鳥海町下笹子・93歳）

●
家
族
や
警
察
に
相
談
、
本
人
や
関
係
機
関

　

に
確
認

●
留
守
番
電
話
の
活
用
を…

　

犯
人
は
声
を
残
す
こ
と
を
嫌
う
の
で
、
電

　

話
を
切
る
こ
と
も

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
限
度
額
の
引
き
下
げ
を

はっきりしない請求は無視して、相談

出会い系サイト・アダルトサイトなどの利用料請求や債券の
譲渡、示談金などの名目を装って、現金を振り込ませる。

お金を借りるのに「先に保証金を払え」は、詐欺

融資を持ちかけ、保証金や手数料などの名目で現金を振り込
ませる。

「還付金があるからＡＴＭに行け」は、詐欺。公的機関がＡ
ＴＭの操作を求めることはありません。

市役所や社会保険庁職員などを名乗り、税金の還付や医療費
の還付を名目にＡＴＭに誘い出し、携帯電話を通じてＡＴＭ
を操作させ、逆に現金を振り込ませる。

（　）内、秋田県の平成24年の被害件数・被害額

「電話番号が変わった」「カード預かります」は、詐欺

孫、息子、警察官などを名乗り、会社でのトラブル、異性ト
ラブル、交通事故などの口実を設けて、現金を振り込ませる。


